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慰爽宜彦､崩藤英彦 (名古屋九 ･医 ･-内)
研究の目的は､盃長邦へのワクチン用マテリアル
の開発とワクチン後の免疫舵の解析である｡このよ
うな新しいワクチンベクターを作成することは広い
応用性があり霊長類の生体防御枚柵を理解する上で
も意味がある｡
私たちは､生体免疫能を妖活する方法としてN8ked
DNA法を検討している｡Moloncymurinclcukcmia
vinJS由来の発現ベクター､pLRNLのPsITsitcにヒト遺
伝子のcDNAを組み込み､pL9RNLを作糾した｡
ncgatiyccontrolF7にpLRNLの同部位にIacZgcncを組
み込んだpLBZLを作刺した｡ワクチンFf7マテリアル
として梢穀を行ったDNAを用いて以下のような検査
を行った｡
純度検定､大腸閏DNA:96%､0.04FLg/fLgpDNA
エンドトキシン定立 :<0.1EU/FLgPDNA (投与立
100FLgで､10EU (5ng)以下)
蛋白含有丑測定:4FLg/mgpDN^
steriIitylest:37C14日培掛 こて陰性 )
実際の投与に耐える絹製皮であった｡
免疫スケジュールは､1仰Pgのplasmidを､マウス
大腿四頭筋ならびに皮内組粗に注射した｡negative
controIとして生理食塩水を､同様の部位に注射した｡
採血は､直前とl時間後､24時間後におこない血液中の
サイトカインの定立､血液データの解析を行った｡
白血球数は､630019500であり経過中に有恋の変化
はおこらなかった｡血小板､赤血球についても変化は
なかった｡血消中のTNFαの丑は､long/ml以下で異
常伯を示さなかった｡
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